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理-14-公-岩手-問-04 

□１  物体の運動について調べるため，次のような実験を行いました。これについて，あとの問１～問４に

答えなさい。ただし，小球と斜面・台との間の摩擦はないものとします。 

実験１ 

 図Ⅰのように，水平な台の上に傾きが一定の斜面ａｂを固定した。 

図Ⅰ 

 

 質量 40ｇの小球をａ点から静かにはなし，運動する小球の 0.2 秒ごとの位置をストロボ装置

を使って撮影した。図Ⅱは，この運動を模式的に表したもので，小球が動きだす瞬間とストロボ

装置の１回目の発光は同時であった。 

図Ⅱ 

 

実験２ 

 図Ⅰの実験装置にさらに斜面ｃｄを追加して固定し，小球をａ点から静かにはなした。図Ⅲは，

この運動を  と同様に表したもので，小球はｄ点で空中に飛びだし，ｅ点で最高点となった。

ただし，斜面ｃｄは台となめらかにつながっているものとする。 

図Ⅲ 

 

問１  で，小球がａ点から動きだしてからｂ点に達するまでの時間は何秒ですか。数字で書きなさい。 
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問２  で，ｂ点を通過した後の小球の位置の間隔は等しくなりました。小球がａ点から動きだしてから，

台の右端に達するまでの，時間と速さの関係をグラフに表すとどのようになりますか。次のア～エの

うちから，最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア イ ウ エ 

    

 

問３ 右の図は，  で，台上を運動する小球を表していま

す。このとき，小球にはたらいている重力以外の力を，

図に矢印でかき入れなさい。ただし，100ｇの物体には

たらく重力の大きさを１Ｎ，図の１目盛りは 0.1Ｎと

します。また，力の矢印には（  ）のように  

で作用点をかき入れなさい。 

 

問４  で，ｅ点の高さは，ａ点よりも低くなりました。このことから，ｅ点における小球の運動エネル

ギーについてどのようなことがわかりますか。次のア～エのうちから，正しいものを一つ選び，その

記号を書きなさい。 

ア ０である。 

イ ａ点における小球の位置エネルギーより小さい。 

ウ ａ点における小球の位置エネルギーと等しい。 

エ ａ点における小球の位置エネルギーより大きい。 
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問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
4-

公-

岩
手-KY

-04 

□１  

問１   秒  

 

問２   

問３ 

 

 

問４    

 

理-14-公-福島-問-08 

□２  次の実験について，問１～問３に答えなさい。ただし，斜面と水平面はなめらかにつながっており，

摩擦や空気の抵抗は考えないものとする。 

実験１ 

図１のように，水平面に斜面をつなぎ，斜

面上の台車の運動を，１秒間に 50 打点する記

録タイマーを用いて記録できるようにした。

次に，斜面上に静止させた台車を静かにはな

し，台車の運動を調べた。 

図１ 

 

実験２ 

図２のように，レールを用いて，同じ傾きの斜面と水平面を組み合わせて，実験台上の点Ｃにつ

ながるように３つの経路Ⅰ～Ⅲを作った。なお，点Ａの高さはどの経路も同じで，水平面ＢＣ，Ｄ

Ｅ，ＦＧの長さはそれぞれ等しく，ＦＧの高さがＤＥよりも高くなるようにした。次に，各経路に

おいて，小球を点Ａに置いて静かに手をはなすと，小球はレールからはなれることなく運動した。

このとき，手をはなしてから小球が点Ｃに達するまでの時間を調べた。 

図２ 

〔経路Ⅰ〕 〔経路Ⅱ〕 〔経路Ⅲ〕 
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問１ 図３は，実験１で，斜面上の台車の運動を記録した記録テープである。運動をはじめてから 0.1 秒

間の平均の速さは何 cm/ｓか。求めなさい。 

図３ 

 

問２ 次の文は，実験１で，水平面上の台車の運動について考察したものである。①，②にあてはまるも

のは何か。①は下のア～オの中から１つ選び，②はあてはまる運動の名称を書きなさい。 

水平面上では， ①  ことから，台車は  ②  を続ける。 

ア 台車にはたらく力の合力は上向きである イ 台車にはたらく力の合力は右向きである 

ウ 台車にはたらく力の合力は下向きである エ 台車にはたらく力の合力は左向きである 

オ 台車にはたらく力はつり合っている 

問３ 次の文は，図３に示した台車の運動を参考にして，実験２の小球の運動について考察したものであ

る。①～③にあてはまるものは何か。①と③は下のア～エの中から，②はオ～キの中からそれぞれ１

つずつ選びなさい。 

小球が点Ｃに達するまでに水平面上を運動している時間は， ①  。また，小球が斜面上を運動

しているとき，小球の速さが変化する割合が②｛オ だんだん大きくなる  カ だんだん小さく

なる  キ 一定である｝ことから，小球が斜面上を運動している時間は， ③  。これらのこと

から，手をはなしてから小球が点Ｃに達するまでの時間は，各経路においてそれぞれ異なることに

なる。 

ア 経路Ⅰが最も短い イ 経路Ⅱが最も短い ウ 経路Ⅲが最も短い エ どの経路も同じである 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
4-

公-

福
島-KY

-08 

□２  

問１   cm/ｓ  

 

問２ 
①   

②   

問３ 

①   

②   

③   

 



－ 5 － 

理-14-公-埼玉-問-05 

□３  斜面と台車を使って，力と運動，エネルギーに関する実験を行いました。問１～問５に答えなさい。

ただし，床
ゆか

は水平で，摩擦や空気抵抗，糸の質量は考えないものとし，斜面と床はなめらかにつないで

あるものとします。また，質量 100ｇの物体にはたらく重力を１Ｎとします。 

実験１ 

(1) 図１のように，台車を斜面上に静止させ，記録テープを記録タイマーに通して台車にはりつけた。

その後，静止させた状態から静かに手をはなし，斜面を下る台車の運動のようすを記録した。実験

には１秒間に 50 回打点する記録タイマーを使用した。 

図１ 

 

(2) 斜面を下っている間の台車の運動のようすについて，記録されたテープを調べた。 

 記録テープのはじめの部分は打点が重なっているので，その部分を切って除き，最初の打点から

５打点ごとに切って，１本目から順に各テープの５打点ごとの長さを測った。次の表は，６本目ま

での５打点ごとの各テープの長さと，１本目からのテープの長さの合計についてまとめたものであ

る。 

表 

 測定したテープ １本目 ２本目 ３本目 ４本目 ５本目 ６本目 ７本目  

 ５打点ごとのテープの長さ〔cm〕 1.2 3.6 6.0 8.4 10.8 13.2 ①  

 １本目からのテープの長さの合計〔cm〕 1.2 4.8 10.8 19.2 30.0 43.2 ②  

(3) 斜面を下り終わった台車は，水平な床の上では等速直線運動をした。 

実験２ 

図２のように，モーターに 3.0Ｖの電圧をかけて動かし，一定の速さで糸を巻き取って，質量 500ｇ

の台車を斜面にそって引き上げたところ，台車はＡ点からＢ点を一定の速さで移動した。このときの

電流の値は常に一定で，100mA であった。また，Ａ点とＢ点の間の距離は 120cm，Ａ点からＢ点までの

高さは 30cm であった。 
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図２ 

 

問１ 実験１の表の６本目までのデータから，７本目の②は何 cm であると考えられますか。その値を求め

なさい。 

問２ 実験１の表で，４本目のテープが記録された区間の台車の平均の速さは何 cm/ｓか求めなさい。 

問３ 実験１の(3)で，台車が等速直線運動を続けているとき，台車にはたらいている力について正しく述

べているものを，次のア～エの中から一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 台車には力がまったくはたらいていない。 

イ 台車には重力のみがはたらいている。 

ウ 台車には進行方向にのみ力がはたらいていて，その大きさは一定である。 

エ 台車には重力と垂直抗力がはたらいていて，この２力がつり合っている。 

問４ 斜面の傾
かたむ

きを実験１の２倍にし，水平な床から台車までの高さは実験１と同じにして，実験１と同

様に台車を走らせます。斜面を下り終わった台車が水平な床の上を運動しているときの速さは，実験

１と比べてどうなるか書きなさい。また，そのようになる理由を，エネルギーという語句を使って書

きなさい。 

問５ 実験２に関して，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) モーターが台車を引く力は何Ｎか求めなさい。 

(2) Ａ点からＢ点の間を移動しているときの台車の速さは何ｍ/ｓか求めなさい。また，計算の過程や考

え方も書きなさい。ただし，モーターに供給した電気エネルギーのすべてが台車を引き上げるために

利用されたものとします。 
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問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
4-

公-

埼
玉-KY

-05 

□３  

問１   cm  
 

問２   cm/ｓ  

問３    

問４ 

速さ  

 
理由  

問５ 

(1)   Ｎ  

(2) 

速さ   ｍ/ｓ 

 計算の 
過程や 
考え方 
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理-14-公-新潟-問-07 

□４  振り子の運動と電磁誘導について調べるために，小球，磁石，糸を用いて，次の実験１，２を行った。

この実験に関して，あとの問１，問２に答えなさい。ただし，小球，磁石，糸にはたらく空気の抵抗，お

よび糸にはたらく摩擦力は無視できるものとする。 

実験１ 図１のように，小球と

糸でつくった振り子を

スタンドにつり下げ，小

球の最下点をＰ点とす

る。 

 次に，図２のように，

振り子の糸がたるまな

いように，Ｐ点の位置よ

り 20cm 高いＡ点まで小

球を持ち上げる。また，

小球が２個のセンサー

の間を通る位置に，図３

のような簡易速度計を

置く。この簡易速度計の

２個のセンサーの間隔

は，4.0cm である。 

 この状態から，小球を

静かに放
はな

したところ，小

球は簡易速度計とＢ点

を通過した。ただし，Ｂ

点はＰ点の位置より，

5.0cm 高い位置にある。 

図１ 図２ 

  

図４ 図３ 

  

実験２ 図４のように，磁石と糸でつくった振り子をスタンドにつり下げ，

その下にコイルを置いた。そのコイルに抵抗をつなぎ，さらに，その

コイルに生じる電圧の変化を調べるために，オシロスコープにつない

だ。その後，振り子の糸がたるまないように，磁石をＡ点まで持ち上

げ，静かに磁石を放した。磁石がＰ点を通過するときに，時間とコイ

ルに生じた電圧の関係をオシロスコープの画面に表示させたところ，

図５のようになった。ただし，横軸は時間，縦軸は電圧を表している。 

図５ 
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問１ 実験１について，あとの①～③の問いに答えなさい。 

① 簡易速度計の測定値が 2.0ｍ/秒のとき，小球が２個のセンサーの間を通過するのにかかった時間は

何秒か。最も適当なものを，次のア～オから一つ選び，その符号を書きなさい。ただし，２個のセン

サーの間を通過するとき，小球は直線運動をしているとみなしてよい。 

ア 0.02 秒 イ 0.05 秒 ウ 0.08 秒 エ 0.20 秒 オ 0.50 秒 

② 小球がＢ点を通るとき，小球にはたらく力を表した矢印として，最も適当なものを，次のア～エか

ら一つ選び，その符号を書きなさい。ただし，● は，小球にはたらく力の作用点を表している。 

ア  イ  ウ  エ  

③ 小球がＢ点を通るときの運動エネルギーは，Ｐ点を通るときの運動エネルギーの何倍か，求めなさ

い。 

問２ 実験２について，次の①，②の問いに答えなさい。 

① Ａ点から磁石を静かに放したとき，振り子が何回か往復するにしたがって，磁石の達する高さはし

だいに低くなっていく。その理由を，「力学的エネルギー」という用語を用いて，書きなさい。 

② 磁石のＮ極とＳ極を逆にして，Ａ点より高い位置に磁石を持ち上げて，静かに放した。このとき，

時間とコイルに生じた電圧の関係を，図５と同じ目盛りでオシロスコープの画面に表示したものとし

て，最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア イ ウ エ 

    

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
4-

公-

新
潟-KY

-07 

□４  

問１ 

①   

 

②   

③   倍  

問２ 
①   

②   
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理-16-公-富山-問-04 

□５  直線状のレール３本を用いて，図１のよ

うな軌道をつくり，軌道上での小球の運動

について調べる実験を行った。あとの問い

に答えなさい。なお，図中のＢ点，Ｃ点は

レールの接続部を表しており，小球は各点

を通過するときに，接続による影響を受け

ない。また，摩擦力，空気の抵抗力は一切

無視できるものとする。 

図１ 

 

＜実験＞ 

㋐ Ａ点から小球を静かにはなしたところ，小球はＡＢ間を

下ったのち，Ｂ点，Ｃ点を通過した。 

㋑ 小球がＣ点をはじめて通過した後，１秒間に 10 回の割合

で発光するストロボスコープの光を当てて，ＣＤ間のある

区間の様子を撮影した。図２はその模式図であり，小球の

各位置をａ～ｅ点とした。 

㋒ 撮影結果からｂ～ｅ点のａ点からの距離を測定したとこ

ろ，表のような結果となった。 

図２ 

 

表 

 

問１ 小球がＡＢ間を移動しているときに，小球にはたらいている力を正しく示した図はどれか。下のア

～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア  イ  ウ  エ  

問２ ＡＢ間の途中のＥ点は，Ｂ点を基準とした高さが，Ａ点の
２

 ３ 
の点である。小球がＥ点を通過する瞬

間の位置エネルギーは，Ａ点での位置エネルギーの
２

 ３ 
であった。Ｂ点での運動エネルギーは，Ｅ点で

の運動エネルギーの何倍か，求めなさい。ただし，Ｂ点における小球の位置エネルギーを０とする。 

問３ ａｂ間，ｂｃ間，ｃｄ間，ｄｅ間の各区間の平均の速さを求めることにより，小球がａ点からｅ点

まで移動する間の時間と速さの関係をグラフにかきなさい。ただし，ａ点を通過した時間を０秒とし，

速さの単位はｍ/ｓとする。 

問４ 問３の結果から，小球がａ点からｅ点まで移動する間に，小球にはたらく斜面方向の力の大きさに

ついて述べた文として適切なものはどれか。次のア～ウから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア ａ点からｅ点にかけて徐々に大きくなる。 イ ａ点からｅ点にかけて徐々に小さくなる。 
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ウ 常に一定である。 

問５ ＣＤ間で，小球が到達した最高点の位置について述べた文として適切なものはどれか。次のア～ウ

から１つ選び，記号で答えなさい。また，その理由を「保存」ということばを使って簡単に書きなさ

い。 

ア Ａ点よりも高い。 イ Ａ点と同じ高さである。 ウ Ａ点よりも低い。 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
6-

公-

富
山-KY

-04 

□５  

問１    

問２   倍  

問３ 

 

 

問４   

問５ 

記号    

理由   
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理-15-公-石川-問-02 

□６  物体の運動を調べるために，図１のような装置を使って実験を行った。これをもとに，以下の各問に

答えなさい。ただし，糸やテープの質量，空気の抵抗や
ま

摩
さつ

擦は考えないものとする。 

［実験］ 図１のように，水平な机の上で台車におもりのついた糸をつけ，その糸を滑車にかけた。台車を

支えていた手を静かに離すと，おもりが台車を引きはじめ，台車はまっすぐ進む運動を行った。１

秒間に 60 回打点する記録タイマーで，手を離してからの台車の運動をテープに記録し，それを６打

点ごとに切り，それぞれのテープを順にａ，ｂ，ｃ，…として長さをはかったところ，表のような

結果が得られた。 

図１ 

 

問１ テープｇ～ｊを記録している間の台車の運動を何というか，

書きなさい。 

  

テープ テープの長さ〔cm〕 

ａ 1.5 

ｂ 4.5 

ｃ 7.5 

ｄ 10.5 

ｅ 13.5 

ｆ 16.5 

ｇ 18.0 

ｈ 18.0 

ｉ 18.0 

ｊ 18.0 

問２ 手を離してから 0.2 秒までの台車の平均の速さを求めなさい。 

問３ 手を離したとき，おもりは床から何 cm の高さにあったか，次のア～オから最も適切なものを１つ選

び，その符号を書きなさい。 

ア 1.5cm イ 18cm ウ 37.5cm エ 54cm オ 72cm 

問４ テープａ～ｊを記録している間，台車にはたらいている力のうち運動の向きにはたらいている力の

大きさと，時間の関係を表すグラフはどれか，次のア～オから１つ選び，その符号を書きなさい。ま

た，そのようなグラフになる理由を書きなさい。 

ア イ ウ エ オ 

      

問５ 図２のように，机の右側を少しだけ高くし

て同様の実験を行ったところ，台車はおもり

に引かれてまっすぐ進む運動を行い，車止め

にぶつかった。台車が動きはじめてから車止

めにぶつかる前までの台車の運動のようす

は，図１のときの運動と比べてどのように変

わったか，違いが生じた原因を含めて書きな

さい。 

図２ 
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問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
5-

公-

石
川-KY

-02 

□６  

問１    

 

問２    

問３    

問４ 

符号   

 
理由  

問５   

 

理-14-公-愛知(Ａ)-問-04 

□７  物体に力がはたらいて運動するときの，物体の速さの変化を調べるため，次の〔実験〕を行った。 

〔実験〕 ① 図１のように，水平な机上に置いた台車に，軽くて伸びない糸を取り付けた。この糸を机

の端にある滑車にかけ，糸の端におもりａをつるした。台車には紙テープも取り付け，動か

ないよう台車を手で支えながら，紙テープをたるまないようにして，机上に固定した記録タ

イマーに通した。 

 なお，使用した記録タイマーは１秒間に 60 回，点を打つことができる。 

 ② 台車から静かに手をはなすと，糸や紙テープはたるむことなく，おもりａと台車が運動を

始めた。しばらくすると，おもりａは床に衝突して静止し，台車はその後も動き続け，車止

めに達した。 

 ③ 次に，おもりａとは質量の異なるおもりｂを，おもりａのかわりに取り付けて，〔実験〕の

①，②と同じことを行った。このとき，おもりｂは，①のおもりａと同じ高さにつるした。 

〔実験〕で用いた紙テープを，図２のように打点のかさなっていない点を始点として，６打点ごとに

切った。 

 図３，図４は，それぞれおもりａ，ｂを用いて〔実験〕を行ったときの，６打点ごとに切った紙テープ

を左から時間の経過順に台紙にはったものの一部である。また，図３の紙テープを，左から順にＡ，Ｂ，

Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆとする。ただし，図３，図４では，記録された打点は省略してある。 

なお，台車と滑車の運動に摩擦の影響はなく，おもりや台車は空気の抵抗を受けないものとする。 
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図１ 

 

図２ 図３ 図４ 
   

次の問１から問４に答えなさい。 

問１ 図３の紙テープＦの長さは 11cm であった。紙テープＦによって記録された区間での台車の速さは何

ｍ/ｓか。小数第１位まで求めなさい。 

問２ 〔実験〕の②で，おもりａが床に衝突したと同時に打点が打たれたとすると，この打点は図３のＡ

からＦまでのどの紙テープに記録されているか。最も適当なものを，次のアからカまでの中から選ん

で，そのかな符号を書きなさい。 

ア Ａ イ Ｂ ウ Ｃ エ Ｄ 

オ Ｅ カ Ｆ 

問３ 次の文章は，〔実験〕からわかることについて説明したものである。文章中の（ Ⅰ ）から（ Ⅲ ）

までのそれぞれにあてはまる語の組み合わせとして最も適当なものを，下のアからクまでの中から選

んで，そのかな符号を書きなさい。 

おもりａを用いた場合に比べ，おもりｂを用いた場合は，台車の速さの増え方が（ Ⅰ ）なっ

ていることから，糸が台車を引く力が（ Ⅱ ）なっていることがわかる。また，おもりａを用い

た場合に比べ，おもりｂを用いた場合は，床に衝突するまでの時間が（ Ⅲ ）なる。 

ア Ⅰ 大きく， Ⅱ 大きく， Ⅲ 長く イ Ⅰ 大きく， Ⅱ 大きく， Ⅲ 短く 

ウ Ⅰ 大きく， Ⅱ 小さく， Ⅲ 長く エ Ⅰ 大きく， Ⅱ 小さく， Ⅲ 短く 

オ Ⅰ 小さく， Ⅱ 大きく， Ⅲ 長く カ Ⅰ 小さく， Ⅱ 大きく， Ⅲ 短く 

キ Ⅰ 小さく， Ⅱ 小さく， Ⅲ 長く ク Ⅰ 小さく， Ⅱ 小さく， Ⅲ 短く 
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問４ 図５のように，おもりａについて測定した紙テープを切る始点を

図２の場合から４打点後にずらして，紙テープを６打点ごとに切

り，左から時間の経過順に台紙にはったとすると，図３はどのよう

になるか。最も適当なものを，次のアからカまでの中から選んで，

そのかな符号を書きなさい。 

図５ 

 

ア イ ウ 

   

エ オ カ 

   

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
4-

公-

愛
知(

Ａ)-
K
Y-0

4 □７  

問１   ｍ/ｓ  

 
問２   

問３   

問４   
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理-16-公-徳島-問-02 

□８  斜面に置かれた台車の運動を調べる実験を行った。問１～問４に答えなさい。ただし，空気の抵抗や

まさつ，テープの質量は考えないものとする。 

 実験  

① １秒間に 60 打点する

記録タイマーを斜面上部

に固定する。斜面の長さ

ぐらいに切ったテープを

記録タイマーに通し，一

端を質量 500ｇの台車に

はりつけ，もう一端に質

量 300ｇのおもりをとり

つける。 

図１ 

 

図２ 

 

② 図１のように，台車を斜面上部に置き，ゆっくり手を離すと，

台車とおもりは静止した。 

③ 記録タイマーのスイッチを入れると同時におもりをテープか

ら切り離して，台車を運動させる。テープの端が記録タイマー

を通りすぎたら，記録タイマーのスイッチを切り，台車を止め

る。 

④ ６打点ごとにテープを切り，左から時間の経過順に下端をそ

ろえてグラフ用紙にはりつけたものが図２である。 

 

問１  実験  ②のように，台車にはたらく力がつり合っているとき，

台車は静止し続ける。物体がもっているこのような性質を何とい

うか，書きなさい。 

問２ 図３は， 実験  ②のときの台車にはたらく重力を矢印で表した

ものである。台車にはたらく重力を，斜面に平行な分力と，斜面

に垂直な分力に分解し，それぞれ矢印で表しなさい。また，斜面

が台車を押し上げる抗力の大きさは何Ｎか，求めなさい。ただし，

100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 

図３ 

 

問３ 図２の打点ａを記録してから打点ｂを記録するまでの，台車の平均の速さは何 cm/ｓか，求めなさい。 
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問４ 図４のような装置を組み立て，

記録タイマーのスイッチを入れる

と同時に，斜面の下から上に向か

って，台車を手で一瞬押して斜面

をのぼらせた。台車が最高点に達

したところで記録タイマーのスイ

ッチを切り，台車を止めた。この

ときの記録タイマーのテープを６

打点ごとに切り， 

図４ 

 

図５ 

 

左から時間の経過順に下端をそろえてグラフ用紙にはりつけたも

のが図５である。このような結果になったのはなぜか，その理由

を，台車にはたらく力と台車の運動の向きに着目して書きなさい。 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
6-

公-

徳
島-KY

-02 

□８  

問１    

 

問２ 

  

 

抗力の 
大きさ   Ｎ  

問３   cm/s  

問４   

 



－ 18 － 

理-14-公-福岡-問-08 

□９  斜面を下
くだ

る台車の運動を調べる実験を行った。下の    内

は，この実験の手順である。次の各問の答を，答の欄に記入せ

よ。ただし，摩
ま

擦
さつ

は考えないものとする。 

図１ 

 

【手順】 

① 図１のように，テープをつけた台車を斜面上で静かに

離
はな

し，台車が斜面を下るようすを，
１

 60 
秒ごとに打点す

る記録タイマーで記録する。 

② 図２のように，打点の重なりがないＰ点から６打点ご

とに，テープＡ～Ｅに切り分ける。そして，Ａ～Ｅを順

に台紙にはり，テープの上端の打点を結び，図３のよう

に，グラフを作成する。 

問１ 図２において，Ｐ点が打点されてからＱ点が打点されるま

での，台車の平均の速さはいくらか。単位も正しく記入せよ。 

図２ 
 

図３ 
 

問２ 斜面の角度を大きくして，再度，手順①，②を行ったところ，図４のグ

ラフが得られた。下の    は，図３と図４からわかったことである。   

内の(ア)，(イ)に適切な語句を入れよ。 

斜面を下る台車の速さは(ア)とともに増加している。また，グラフの直

線の傾きが，図３より図４の方が大きくなったことから，斜面の角度が大

きい方が，台車の速さの(イ)が大きくなっている。 

問３ 図３，図４で，Ａ～Ｅの上端の打点を結んだ線が，直線になった理由を，

「台車には，斜面に沿
そ

って下向きに，」という書き出しで，簡潔に書け。 

図４ 
 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
4-

公-

福
岡-KY

-08 

□９  

問１   

 
問２ 

ア   

イ   

問３   
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問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
4-

公-

岩
手-K-

04 

□１  

問１  0.8 秒 ３ 

 

問２ ウ ３ 

問３ 

 

４ 

問４  イ ４ 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
4-

公-

福
島-K-

08 

□２  

問１  15 cm/ｓ  

 

問２ 
①  オ  

②  等速直線運動  

問３ 

①  ア  

②  キ  

③  エ  
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問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
4-

公-

埼
玉-K-

05 

□３  

問１  58.8 cm ３ 
問４ 内容に応じて部分点を

認める。 

問５(2) 論理の筋道が通って

いるものは，正答とする。 

 内容に応じて部分点を認

める。 

 

問２  84 cm/ｓ ３ 

問３  エ ３ 

問４ 

速さ 変わらない。 

４ 
理由 

台車の高さが変わらないので，台車のもつ

位置エネルギーの大きさも変わらない。よっ

て，台車のもつ運動エネルギーの大きさも変

わらないから速さは変わらない。 

問５ 

(1)  1.25 Ｎ ３ 

(2) 

速さ  0.24 ｍ/ｓ 

４ 計算の 
過程や 
考え方 

例） モーターが台車を引き上げるとき

にした仕事は，1.25×1.2＝1.5Ｊで，

モーターが消費した電気エネルギー

の総量に相当する。また，モーターの

電力は，3.0×0.1＝0.3Ｗで，モーター

がはたらくときに，１秒当たりに消費

される電気エネルギーを表す。 

 電力と時間との積が，消費した電

気エネルギーの総量を表すから，台車

がＡ点からＢ点の間を移動した時間

は，1.5÷0.3＝5ｓとなる。 

 よって，台車の速さは，1.2÷5＝

0.24ｍ/ｓと求められる。 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
4-

公-

新
潟-K-

07 

□４  

問１ 

① ア ２ 

 

② イ ２ 

③  0.75 倍 ３ 

問２ 
① 

例）振り子の力学的エネルギーが，電磁誘導に

より，電気エネルギーに変わるから。 
３ 

②  エ ２ 
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問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
6-

公-

富
山-K-

04 

□５  

問１ ア   

問２  ３ 倍  

問３ 

 

 

問４ ウ  

問５ 

記号  イ  

理由 
力学的エネルギーが保存されるから。 

 など 
 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
5-

公-

石
川-K-

02 

□６  

問１  等速直線運動 ２ 

 

問２  30cm/秒 ３ 

問３  エ ３ 

問４ 

符号  イ 

５ 
理由 

おもりが床につくまでは，おもりによって運

動の向きに一定の大きさの力がはたらいて

いるが，おもりが床についた後は，その力が

はたらかなくなるから。 

問５ 

台車にはたらく重力の斜面に平行な分力が生じた

ため，おもりが床につくまでは台車の速さの増え方

が小さくなり，おもりが床についた後は台車の速さ

がだんだん遅くなった。 

４ 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
4-

公-

愛
知(

Ａ)-
K
-04 □７  

問１  1.1 ｍ/ｓ  

 
問２ エ  

問３ イ  

問４ イ  
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問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
6-

公-

徳
島-K-

02 

□８  

問１  慣性  

 

問２ 

  

 

抗力の 
大きさ  ４ Ｎ  

問３  100 cm/s  

問４ 
台車にはたらく斜面下向きの力が，台車の運動の

向きと反対向きだから。 
 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-1
4-

公-

福
岡-K-

08 

□９  

問１ 例） 21cm/s ３ 

 
問２ 

ア  例）時間 １ 

イ  例）増え方 ２ 

問３ 
例）台車には，斜面に沿って下向きに， 

 どこでも同じ大きさの力がはたらいているから。 
２ 
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理-14-公-岩手-KS-04 

□１  問１ 0.2 秒ごとに撮影された小球が４つ写っているので，0.2[ｓ]×４＝0.8[ｓ] 

問２ ａ点からｂ点までは，速さが一定の割合で増加し続け，ｂ点から台の右端に達するまでは等速直線

運動になる。 

問３ 水平な台の上を運動しているとき，小球にはたらいている力は，重力と垂直抗力だけである。垂直

抗力は重力と同じ大きさの上向きの力で，小球と台の接点が作用点である。 

問４ ａ点で静止している小球の運動エネルギーは０で，力学的エネルギー＝位置エネルギーである。ｅ

点における小球の力学的エネルギーは，運動エネルギーと位置エネルギーの和である。力学的エネル

ギーはａ点とｅ点で変わらないので，ｅ点における運動エネルギーはａ点における位置エネルギーよ

り小さいことになる。 

 

理-14-公-福島-KS-08 

□２  問１ 記録テープの５打点分の長さが，台車が 0.1 秒間に移動した距離である。運動をはじめてから 

 0.1 秒間に移動した距離は 1.5cm だから，
 1.5[cm] 

 0.1[ｓ] 
＝15[cm/s] 

問２ 水平面上を運動する台車にはたらく力は，重力と垂直抗力で，これらはつり合っている。物体には

たらく力がつり合っているとき，運動している物体は，慣性によって等速直線運動を続ける。 

問３ 図３における台車の速さは，0.1 秒ごとに 30cm/s ずつ大きくなっている。このことから，斜面を下

る小球の速さは，一定の割合で変化することがわかる。小球が水平面上を等速直線運動で移動すると

きの速さは，水平面に達するまでの斜面が長いほど大きくなるので，小球が水平面上を移動している

時間は経路Ⅰが最も短くなる。斜面の長さと傾きはどの経路も同じなので，小球が斜面を移動してい

る時間は等しい。 

 

理-14-公-埼玉-KS-05 

□３  問１ ５打点ごとのテープの長さは 2.4cm ずつ長くなるので，７本目の①は，13.2＋2.4＝15.6[cm]  

②は，６本目までの合計に７本目の長さを加えた長さになるから，43.2＋15.6＝58.8[cm] 

問２ ５打点ごとのテープ１本分の長さは，台車が 0.1 秒間に移動した距離を表している。よって，４本目

のテープの区間の平均の速さは，
8.4[cm]

 0.1[ｓ] 
 ＝84[cm/ｓ］ 

問３ 物体が等速直線運動をするのは，物体にまったく力がはたらいていないか，物体にはたらく力がつ

り合っているときである。水平面上の台車にはたらく重力は，垂直抗力とつり合っていて，進行方向

には力がはたらいていない。 

問４ 斜面を下り終わって床の上を運動する台車の速さは，台車がもつ運動エネルギーが大きいほど速く

なる。このときの運動エネルギーは，斜面上で手をはなす前に台車がもっていた位置エネルギーが移

り変わったものである。手をはなす高さが変わらないとき，台車がもっている位置エネルギーの大き

さも変わらないので，水平な床の上を運動する速さも変わらない。 

問５ ⑴ 斜面を使って台車を 30cm の高さまで引き上げる仕事の大きさは，台車を垂直に 30cm 引き上げ

る仕事の大きさと同じである。質量 500ｇの台車にはたらく重力は５Ｎだから，この台車を垂直に 30cm

引き上げる仕事の大きさは，５[Ｎ]×0.3[ｍ]＝1.5[Ｊ] 斜面を使ってモーターで引き上げたとき，

モーターが糸を引いた長さは 120cm だから，力の大きさは，1.5[Ｊ]÷1.2[ｍ]＝1.25[Ｎ] 

 ⑵ 仕事の大きさは，モーターが消費した電力と仕事にかかった時間の積で表される。モーターが消費

した電力は，3.0[Ｖ]×0.1[Ａ]＝0.3[Ｗ]，仕事の大きさは 1.5Ｊだから，仕事にかかった時間は，
1.5[Ｊ]

 0.3[Ｗ] 
 ＝５[ｓ] よって，台車の速さは，

1.2[ｍ]

 ５[ｓ] 
 ＝0.24[m/s] 
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理-14-公-新潟-KS-07 

□４  問１ ① 
 0.04[ｍ] 

 2.0[m/秒] 
＝0.02[秒] 

 ② 小球には，糸が小球を引く力と重力がはたらいている。これら２力の合力が小球の運動の向きと逆

向きになるため，小球の運動の速さがだんだん遅くなる。 

 ③ Ａ点における小球の位置エネルギーとＰ点を通るときの運動エネルギーは等しい。また，Ｂ点にお

ける位置エネルギーはＡ点における位置エネルギーの
 １ 

 ４ 
倍だから，Ｂ点を通るときの運動エネルギ

ーは，Ａ点における位置エネルギーの
 ３ 

 ４ 
倍と考えられる。よって，Ｂ点を通るときの運動エネルギー

は，Ｐ点を通るときの運動エネルギーの
 ３ 

 ４ 
倍(＝0.75 倍)である。 

問２ ① 磁石がコイル付近を通過するとき，電磁誘導によってコイルに電流が流れる。このことは，振

り子の力学的エネルギーの一部が電気エネルギーに変換されたと考えることができる。 

 ② 磁石の極を逆にすると，電流の向きが逆になる。また，磁石を高い位置から放すと，Ｐ点を通過す

るときの速さが速くなるので，誘導電流が強くなる。 

 

理-16-公-富山-KS-04 

□５  問１ 小球には下向きの重力とレールから上向きの垂直抗力がはたらいている。 

問２ Ｅ点での運動エネルギーはＢ点の運動エネルギーの
 １ 

３
倍なので，Ｂ点での運動エネルギーはＥ点

での運動エネルギーの３倍になる。 

問３ 0.1 秒間でａｂ間 27cm，ｂｃ間 21cm，ｃｄ間 15cm，ｄｅ間９cm 移動している。0.1 秒ごとに６cm 

 移動距離が短くなっている。つまり，0.1 秒ごとに
 0.06〔ｍ〕

 0.1〔ｓ〕
＝0.6〔ｍ/ｓ〕遅くなっている。 

問４ 小球にはたらく斜面方向の力の大きさは，常に一定である。 

問５ 摩擦力や空気の抵抗力が無視できると，力学的エネルギーが保存されるので，小球はＡ点と同じ高

さまで到達できる。 

 

理-15-公-石川-KS-02 

□６  問１ テープｇ～ｊの間はテープの長さが同じなので，等速直線運動をしている。 

問２ １秒間に 60 回打点したテープを６打点ごとに切ったので，テープ１枚は， 

１〔秒〕÷60〔打点〕×６〔打点〕＝0.1〔秒〕 0.2 秒まではテープａとテープｂの合計となるので， 

 移動した距離は 1.5〔cm〕＋4.5〔cm〕＝6.0〔cm〕 よって，平均の速さは，
 6.0〔cm〕

 0.02〔秒〕
＝30〔cm/秒〕 

問３ おもりが落下しているのは，テープａからテープｆまでの間となる。 

1.5〔cm〕＋4.5〔cm〕＋7.5〔cm〕＋10.5〔cm〕＋13.5〔cm〕＋16.5〔cm〕＝54〔cm〕 

問４ ａ〜ｆは速さが一定の割合で増えているので，一定の力がはたらいている運動。ｇ〜ｊは速さが一

定なので，力がはたらいていない運動である。 

問５ 台車の運動の向きとは反対向きの力がはたらく。したがって，台車の速さの増え方は，机が水平の

ときより小さくなる。また，おもりが床についたあとは，台車の運動とは逆向きの力がはたらくため，

速さはだんだん遅くなる。 

 

理-14-公-愛知(Ａ)-KS-04 

□７  問１ ６打点ごとに切った紙テープ１本分の長さは，台車が 0.1 秒間に運動した距離を表している。 



－ 25 － 

 よって，0.1 秒間に 11cm(＝0.11ｍ)運動したときの速さは，
 0.11[ｍ] 

 0.1[ｓ] 
＝1.1[ｍ/ｓ] 

問２ おもりが床に衝突するまでは，台車の速さはだんだん速くなるが，床に衝突後は，台車は等速直線

運動になる。等速直線運動になると，６打点ごとに切った紙テープ１本分の長さが一定になる。図３

では，ＥとＦの紙テープが同じ長さになっているので，おもりが床に衝突したのは，その直前のＤの

区間と考えられる。 

問３ 糸が台車を引く力の大きさは，おもりにはたらく重力に等しいので，おもりａを用いたときよりお

もりｂを用いたときの方が大きくなることから，おもりｂの質量のほうが大きいことがわかる。台車

を引く力が大きくなると，台車の速さが増える割合が大きくなり，おもりが床に衝突するまでの時間

も短くなる。おもりが床に衝突するまでの時間は，図３では 0.3～0.4 秒後の間であるが，図４では 0.3

秒後であることが読みとれる。 

問４ おもりが床に衝突するまでの紙テープ１本分の長さはそれぞれ長くなるが，紙テープが長くなる割

合は変わらない。また，おもりが床に衝突した後の紙テープの長さは変わらない。 

 

理-16-公-徳島-KS-02 

□８  問１ 静止している物体にはたらく力がつり合っているとき，物体は静止し続ける。また，運動して

いる物体にはたらく力がつり合っているときは，物体は等速直線運動を続ける。物体がもっているこの

ような性質を慣性という。 

問２ 斜面に平行な分力は３目盛りの長さの矢印，斜面に垂直な分力は４目盛りの長さの矢印で表される。

台車にはたらく重力の大きさは 500÷100＝５〔Ｎ〕，重力を表す矢印の長さは５目盛りなので，１目盛

りは１Ｎの力を表していることになる。よって，斜面に垂直な分力は４Ｎとなり，この力とつり合っ

ている抗力も４Ｎである。 

問３ １秒間に 60 打点する記録タイマーを使っているので，６打点ごとに切ったテープの長さは，0.1 秒

間に台車が進んだ距離を表している。つまり，打点ａを記録してから打点ｂを記録するまでの時間は

0.4 秒である。テープの長さの合計は，2.6〔cm〕＋7.6〔cm〕＋12.4〔cm〕＋17.4〔cm〕＝40〔cm〕な

ので，平均の速さは 40〔cm〕÷0.4〔ｓ〕＝100〔cm/s〕である。 

問４ 台車にはたらく重力の分力のうち，斜面に並行な分力が台車の運動の向きと反対向きにはたらいて

いるため，台車の速さはしだいに遅くなっていく。 

 

理-14-公-福岡-KS-08 

□９  問１ (1.2[cm]＋2.1[cm]＋3.0[cm])÷0.3[s]＝21[cm/s] 

問２ 斜面の角度が大きくなると，台車にはたらく斜面に沿う下向きの力が大きくなるために，速さが増

加する割合が大きくなる。 

問３ 斜面の角度が一定であるため，台車には常に一定の大きさの斜面に沿って下向きの重力の分力がは

たらいている。この力が常にはたらくため，台車の速さは一定の割合で大きくなっていく。 


